
市
民
文
芸

短
　
歌

水
野
昌
雄
選

俳
　
句

森
田
公
司
選

川
　
柳

松
岡
惠
美
子
選

No.648
10

災
害
の
地
へ
と
は
る
か
に
続
く
空

真
黒
な
雲
わ
ず
か
に
動
く
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
3

神
谷
安
久
子

計
画
停
電
の
暗
闇
の
中
で
思
い
出
す

戦
争
中
の
燈
火
管
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
里
　
　
堀
部
　
悦
子
　

津
波
来
て
家
の
ま
れ
ゆ
く
映
像
を

声
な
く
見
つ
め
る
三
月
十
一
日
　
　
　
　
　
　
里
　
　
柴
田
　
境
子

大
声
で
歌
い
出
す
あ
り
泣
く
も
あ
り

老
人
病
棟
夜
も
眠
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
2

小
亀
美
江
子
　

停
電
で
会
議
中
断
帰
る
道

あ
ざ
や
か
に
見
ゆ
北
斗
七
星
　
　
　
　
　
　
　
緑
2

鳥
居
志
乃
冨

そ
の
声
に
し
ば
し
佇
む
初
雲
雀
　
　
　
　
　
　
本
2

市
川
　
和
夫

風
の
中
賽
の
河
原
に
風
車
　
　
　
　
　
　
　
　
南
5

吉
永
　
広

赤
き
実
の
食
べ
つ
く
さ
れ
て
寒
明
く
る
　
　
　
坂
2

栗
田
　
節
子

彼
岸
潮
高
き
津
波
と
な
り
に
け
り
　
　
　
　
　
里
　
　
秋
本
と
め
み

マ
ン
ト
ル
の
暴
れ
て
を
り
ぬ
春
の
海
　
　
　
　
里
　
　
石
田
　
実

散
ら
し
ず
し
仏
に
供
へ
雛
祭
　
　
　
　
　
　
　
桜
1

東
海
林
マ
サ

春
雪
の
宿
に
地
酒
を
酌
み
に
け
り
　
　
　
　
　
本
3

菊
地
原
武
昭
　

穏
や
か
な
日
々
を
待
ち
ゐ
て
日
永
し
　
　
　
　
里
　
　
磯
貝
　
定
子
　

被
災
地
へ
せ
め
て
情
の
募
金
箱
　
　
　
　
　
　
本
3

加
藤
　
レ
イ

大
地
震
祖
母
の
人
生
重
ね
み
る
　
　
　
　
　
　
本
4

山
野
　
栄
子

被
災
地
は
神
の
い
た
ず
ら
あ
ま
り
に
も
　
　
　
坂
3

永
井
　
久
江

想
定
の
慈
悲
に
も
の
云
ふ
天
災
地
　
　
　
　
　
里
　
　
渡
邊
　
左
吉

逃
げ
ら
れ
ぬ
老
体
テ
レ
ビ
見
て
る
だ
け
　
　
　
里
　
　
吉
田
　
長
慶

大
地
震
亡
夫
の
写
真
祈
る
の
み
　
　
　
　
　
　
里
　
　
磯
貝
　
定
子

ス
ー
パ
ー
で
買
い
じ
め
騒
ぎ
殺
き
立
つ
　
　
　
本
3

藤
原
　
光
信

停
電
時
キ
ャ
ン
ド
ル
灯
し
四
疊
半
　
　
　
　
　
里
　
　
渡
邊
　
信
子

B

地
震
の
被
害
を
受
け
、
避
難
さ

れ
て
い
る
方
へ

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
や
、
還

付
金
の
支
払
い
、
納
税
証
明
書
の

交
付
等
、
被
災
地
の
納
税
地
を
所

管
す
る
税
務
署
以
外
の
最
寄
り
の

税
務
署
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

ま
た
、
申
告
・
納
付
等
の
期
限

延
長
も
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

川
口
税
務
署
1
2
5

2
・
5
1
4
1

B

酒
類
販
売
管
理
協
力
員
を
募
集

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
酒
類
小
売
販

売
場
で
買
い
物
等
を
す
る
際
、
未
成

年
者
飲
酒
防
止
に
関
す
る
表
示
や

店
頭
価
格
な
ど
を
確
認
し
、
税
務
署

に
連
絡
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

浦
和
税
務
署
1
0
4

8
・
8
3
3
・
2
6
5
1

5
月
・
6
月
は
不
正
大
麻
・
け

し
撲
滅
運
動
の
実
施
期
間
で
す
。

不
正
栽
培
や
自
生
し
て
い
る
大

麻
・
け
し
を
発
見
し
た
場
合
は
、

最
寄
り
の
警
察
署
ま
た
は
保
健
所

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

川
口
保
健
所
1
2
6

2
・
6
1
1
1

認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
者
同

士
、
気
軽
に
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
頃
口
に
で
き
な
い
こ
と
を
何
で

も
言
葉
に
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日
　
時

5
月
19
日
（
木
）
午
後

1
時
〜
2
時
半

場
　
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
認
知
症
の
方
を
介
護
さ

れ
て
い
る
ご
家
族
、
過
去
に
介
護

経
験
が
あ
る
方
、
家
族
会
の
運
営

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

費
　
用

無
料
（
当
日
参
加
可
）

申
込
み
・
問
合
せ

市
東
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
4
・

1
2
5
0

日
　
時

5
月
17
日
（
火
）
午

後
1
時
半
〜
3
時
半

場
　
所

西
公
民
館

内
　
容

正
し
い
歩
き
方
で
脳

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
転
倒
事
故

を
予
防
し
よ
う
（
動
き
や
す
い

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

対
　
象

65
歳
以
上
の
方
30
人

（
費
用
は
無
料
。
定
員
締
め
切
り
）

持
ち
物

汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
飲

み
物
、
室
内
履
き

申
込
み
・
問
合
せ

市
西
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
0
・

5
2
2
2

B

震
災
被
災
者
の
方
の
積
極
的
な

雇
入
れ
を
お
願
い
し
ま
す

震
災
に
よ
り
多
く
の
方
々
が

仕
事
を
失
い
、
新
た
な
就
職
先

を
探
し
て
い
ま
す
。

事
業
主
の
皆
様
か
ら
の
「
震

災
被
災
者
対
象
求
人
」
の
申
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

B

新
規
学
卒
求
人
説
明
会

日
　
時

6
月
10
日
（
金
）
午

後
2
時
半
〜
4
時
半

場
　
所

青
木
会
館
（
川
口
市
）

対
　
象

24
年
3
月
新
規
学
校
卒

業
者
の
採
用
を
予
定
・
検
討
さ
れ

て
い
る
事
業
主

投稿は 1 部門 2 首（句）以内。部門を明記し漢字にはふりがなをふり毎月末日までに。掲載は 1 人 1 部門とさせていただきます。
なお、掲載作品は、選者により添削されている場合があります。

税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

●自動車税は、コンビニ等でも納められます。
●自動車税収入額の一部は、「彩の国みどりの基金」
に積み立てられ、県内の緑の保全や創出などに活用
されます。
問合せ 自動車税：自動車税コールセンター

1050－3786－1222
彩の国みどりの基金：県みどり再生課
1048－830－3190

55 月は自動車税の納期です月は自動車税の納期です

第
12
回

認
知
症
家
族
の
集
い

認
知
症
予
防
教
室

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら

の
お
知
ら
せ

1
2
5
1
・
2
9
0
1

不
正
大
麻
・
け
し

撲
滅
運
動

納期限は 5 月31日（火）



4
8
・
8
3
0
・
3
0
6
9

B

住
宅
用
太
陽
光
発
電
補
助
金

対
　
象

既
存
住
宅

補
助
金
額

1
kw
当
た
り
4
万
円

（
上
限
3.5
kw
・
14
万
円
）

申
込
み

12
月
15
日
（
木
）
ま
で

問
合
せ

県
温
暖
化
対
策
課
1
0

4
8
・
8
3
0
・
3
0
4
2

日
　
時

5
月
20
日
（
金
）
午
後

6
時
20
分
か
ら（
午
後
6
時
開
場
）

場
　
所

市
民
セ
ン
タ
ー「
ダ
ヴ
」

費
　
用

2
0
0
0
円
（
前
売

り
）、
2
2
0
0
円
（
当
日
）

問
合
せ

鳩
ヶ
谷
を
面
白
く
す
る

会
・
上
田
1
2
8
5
・
6
2
0
8

日
　
時
　
6
月
4
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
2
時

場
　
所
　
西
公
民
館

入
場
料

1
0
0
円
（
子
ど
も
は

無
料
）

問
合
せ
　
実
行
委
員
会
・
吹
上
1

0
9
0
・
5
8
2
2
・
9
0
8
1

日
　
時
　
5
月
17
日
（
火
）
午
後

6
時
開
始
（
予
定
）

場
　
所

県
営
大
宮
公
園
野
球
場

※
鳩
ヶ
谷
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
1
2
0
0
円
（
1
塁
側
内

野
自
由
席
・
通
常
3
千
円
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

1
0
5
7
0
・
0
1
・
1
9
5
0

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

埼
玉
労
働
局
1
0
4

8
・
6
0
0
・
6
2
0
3

B

解
雇
・
賃
金
不
払
い
な
ど
個
別

的
労
使
紛
争
に
関
す
る
相
談

●
電
話
相
談
＝
月
〜
金
曜
（
祝
日

を
除
く
）
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
面
接
相
談
＝
月
〜
金
曜
（
祝
日

を
除
く
）
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

B

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談

水
曜
の
午
後
1
時
半
か
ら
、
ま

た
は
午
後
3
時
か
ら
。（
相
談
は

概
ね
1
時
間
程
度
。
前
日
の
午
前

中
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
）

問
合
せ

県
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

1
0
4
8
・
8
3
0
・
4
5
2
2

高
齢
者
を
ね
ら
う
悪
質
商
法
を

撃
退
す
る
に
は
、
冷
静
に
、
よ
く

考
え
て
契
約
を
し
ま
し
ょ
う
。

断
る
時
は
き
っ
ぱ
り
と
。「
し

ま
っ
た
」
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
武

南
警
察
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

B

我
が
家
の
省
エ
ネ
対
策
エ
コ
ア

ッ
プ
促
進
事
業

高
効
率
給
湯
器
の
設
置
な
ど
15

種
類
の
省
エ
ネ
対
策
の
う
ち
2
種

類
を
行
う
場
合
に
、
対
策
費
用
を

助
成
し
ま
す
。（
既
存
住
宅
対
象
）

申
込
み

24
年
2
月
29
日
（
水
）

ま
で

問
合
せ

県
温
暖
化
対
策
課
1
0

援
課
へ
電
話
で
相
談
の
上
、
5
月

31
日
（
火
）
ま
で
に
整
備
提
案
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
県
子
育
て
支
援
課
1
0

4
8
･
8
3
0
･
3
3
2
8

B

労
働
保
険
お
よ
び
一
般
拠
出
金

の
申
告
・
納
付
に
つ
い
て

23
年
度
の
労
働
保
険
（
労
災
保

険
・
雇
用
保
険
）
年
度
更
新
、
石

綿
健
康
被
害
救
済
法
の
一
般
拠
出

金
の
申
告
・
納
付
は
、
6
月
1
日

か
ら
7
月
11
日
ま
で
で
す
。

5
月
末
に
発
送
さ
れ
る
書
類
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
お
早
め
に
手
続

申
込
み
　
は
が
き
に
、
名
前

（
2
人
ま
で
）
・
住
所
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、
川
口
法
人
会

（
〒
3
3
4
―
0
8
4
4

川
口

市
上
青
木
3
〜
12
〜
18
）
へ
郵

送
。（
後
日
、
整
理
券
を
返
送
。

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。）

問
合
せ

川
口
法
人
会
1
2
6

3
・
3
4
7
4

対
　
象

企
業
内
保
育
所
を
設
置

す
る
法
人
な
ど

補
助
額

5
0
0
万
円
を
限
度

申
込
み

事
前
に
、
県
子
育
て
支

日
　
時

5
月
19
日
（
木
）
午

後
6
時
開
演

場
　
所

川
口
リ
リ
ア
・
音
楽

ホ
ー
ル

内
　
容

第
32
回
定
期
総
会
、
社

団
化
30
周
年
・
女
性
部
会
創
立
20

周
年
記
念
講
演
会

講
演
テ
ー
マ

「
21
世
紀
を
迎

え
て
　
次
代
に
伝
え
た
い
美
し

い
日
本
の
こ
こ
ろ
」

講
　
師

金
美
齢
氏
（
J
E
T

日
本
語
学
校
理
事
長
・
評
論
家
）

費
　
用

無
料

11
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各種事業の開催等について…地震の影響などによリ、各種事業が中止になる場合があリますので、お電話でお問い合わせのうえお
出かけください。

「
東
日
本
震
災
復
興
構
想
会
議
」

お
よ
び
「
検
討
部
会
」
が
ス
タ
ー

ト
し
、
6
月
ま
で
に
復
興
ビ
ジ
ョ

ン
の
第
一
次
答
申
を
出
す
予
定

だ
。
都
市
計
画
、
農
林
漁
業
、
地

域
振
興
、
復
興
財
源
や
災
害
特
区

な
ど
の
仕
組
み
づ
く
り
等
多
岐
に

渡
る
議
論
が
な
さ
れ
る
。
部
会
長

の
飯
尾
潤
政
策
研
究
大
教
授
と
は

埼
玉
大
学
大
学
院
に
在
籍
し
た

折
、
何
度
か
お
会
い
し
た
こ
と
が

あ
る
が
、早
々
に
議
論
を
集
約
し
、

信
念
を
持
っ
て
大
任
を
果
た
し
て

も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
復
興
基
本
法
や
復
興

財
源
等
の
枠
組
に
つ
い
て
は
与
野

党
の
意
見
が
対
立
し
た
ま
ま
で
、

ま
た
、
福
島
原
発
の
対
処
に
つ
い

て
も
相
当
の
期
間
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
政
府
の
方
針
や
動
向
が
は

っ
き
り
見
え
な
い
点
に
、
国
民
は

不
満
や
不
安
を
募
ら
せ
る
の
だ
。

壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
戸
羽
太

陸
前
高
田
市
長
は
、
菅
首
相
ら
は

「
国
家
を
挙
げ
て
支
援
す
る
」と
励

ま
す
が
、現
場
で
は
既
存
の
法
制

度
と
の
戦
い
に
日
々
悩
ん
で
お

り
、現
行
法
で
難
し
い
な
ら
自
治

体
の
裁
量
に
委
ね
る
「
被
災
一
括

交
付
金
」
を
早
急
に
交
付
す
べ
き

だ
と
訴
え
る
。（
4
／
20
読
売
新
聞
）

私
も
全
く
同
感
で
、
政
府
は
、

立
法
措
置
も
含
め
て
早
く
具
体
的

な
政
策
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
て
、
今
回
の
大
災
害
を
考
え

る
と
、
効
率
最
優
先
の
社
会
や
経

着
実
な
震
災
対
策
を
！

済
の
仕
組
み
、
ま
ち
づ
く
り
の
あ

り
方
な
ど
、
そ
の
ぜ
い
弱
性
を
改

め
て
思
い
知
っ
た
。
し
か
し
、
差

し
迫
っ
た
課
題
に
対
処
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
例
え
ば
、
夏
場
の
電

力
不
足
へ
の
対
応
を
早
急
に
取
組

む
必
要
が
あ
る
。

今
、
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
L
E

D
）
照
明
の
節
電
効
果
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
市
内
の
防
犯
灯
、
道

路
照
明
灯
（
約
4
3
0
0
基
）
の

L
E
D
化
を
進
め
て
は
い
る
が
、

普
及
率
は
ま
だ
約
10
％
で
あ
る
。

今
回
は
一
層
の
節
電
が
求
め
ら

れ
る
た
め
、
市
役
所
の
照
明
灯
約

3
8
0
0
個
の
L
E
D
化
を
図
れ

な
い
か
と
考
え
、
事
業
効
果
等
の

検
証
を
進
め
て
い
る
。

併
せ
て
被
災
後
の
対
策
を
含
め

震
災
対
策
の
見
直
し
に
着
手
し
て

お
り
、効
果
の
見
え
る
着
実
な
方
策

を
実
施
し
て
ゆ
く
所
存
で
あ
る
。

川
口
法
人
会

記
念
講
演
会

こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

企
業
内
保
育
所
の

設
置
補
助
金

事
業
主
の
皆
様
へ

第
40
回
鳩
ヶ
谷
寄
席

ご
利
用
く
だ
さ
い

労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

既
存
住
宅
の
省
エ
ネ

対
策
エ
コ
ア
ッ
プ

埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ

鳩
ヶ
谷
市
感
謝
デ
ー

武
南
警
察
署

1
2
8
6
・
0
1
1
0


